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批
　
評
　
と
　
紹
　
介
　
　
久
保

批
評
と
紹
介

　
　

黄
源
盛
著

　
　
　『
晩
清
民
国
刑
法
春
秋
』

久
保　
　

茉
莉
子　

　

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
史
料
公
開
や
学
術
交
流
の
進
展
と
と

も
に
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
中
国
近
代
法
史
に
関
す
る
論
著
は
一

定
程
度
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
先
行
研
究
の
整

理
や
史
料
批
判
が
不
十
分
な
研
究
も
少
な
く
な
い
）
1
（

。
そ
う
し
た
状
況

の
中
、
本
書
の
著
者
は
各
地
で
中
国
近
代
法
史
に
関
す
る
史
料
の
収

集
と
整
理
を
進
め
、
そ
の
作
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
貴
重
な
一
次
史

料
に
依
拠
し
た
実
証
研
究
を
多
数
発
表
す
る
な
ど
、
当
該
分
野
の
研

究
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
本
書
は
清
末
民
国
期
に
お
け

る
刑
法
典
及
び
刑
事
裁
判
の
変
遷
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
著
者
の
長

年
に
わ
た
る
史
料
編
纂
作
業
と
実
証
研
究
の
成
果
、
法
史
学
や
刑
法

学
、
外
国
法
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
を
総
合
し
、
法
制
史
研
究
の
意

義
や
刑
法
の
役
割
、
法
を
め
ぐ
る
現
状
と
今
後
の
課
題
に
対
す
る
著

者
自
身
の
見
解
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
完
璧
で
深

い
法
史
学
研
究
は
、
史
料
・
史
実
・
史
論
の
「
三
部
曲
」
か
ら
な
る
」

（「
序
」
iv
頁
）
と
い
う
著
者
の
研
究
姿
勢
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
本
書
の
内
容
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
構
成
は
以

下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

序
論　

刑
法
の
基
本
原
則
を
め
ぐ
る
歴
史
上
の
連
続
性
と
断
絶

性

上
篇　

法
典
編
纂
の
系
譜

第
一
章　

帝
制
中
国
最
後
の
伝
統
的
刑
法
典

　
　
　
　
　
　
「
大
清
現
行
刑
律
」
の
変
化
と
連
続
性

第
二
章　

伝
統
法
と
継
受
法
の
衝
突

　
　
　
　
　
　
「
大
清
新
刑
律
」
の
礼
法
争
議

第
三
章　

法
律
の
継
受
と
法
律
用
語
の
転
換

　
　
　
　
　
　
「
大
清
新
刑
律
」
中
の
法
律
用
語

第
四
章　

民
国
最
初
の
刑
法
典

　
　
　
　
　
　

民
国
元
年
「
暫
行
新
刑
律
」
の
歴
史
と
理
論

第
五
章　
「
隆
礼
重
典
」
の
作

　
　
　
　
　
　

民
国
四
年
「
修
正
刑
法
草
案
」
の
拾
遺

第
六
章　

内
外
の
圧
力
下
に
お
け
る
新
た
な
成
果

　
　

民
国
七
年
「
刑
法
第
二
次
修
正
案
」
と
そ
の
改

正
案
に
つ
い
て
の
論
評

第
七
章　

国
民
政
府
の
最
初
の
刑
法
典

　
　
　
　
　
　

民
国
十
七
年
の
旧
刑
法
と
司
法
実
践

第
八
章　

回
顧
と
動
向

　
　

民
国
二
四
年
刑
法
と
そ
の
八
十
年
間
の
修
正
過

一
五
五
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程
の
概
要

下
篇　

理
論
と
実
践

第
九
章　

人
性
・
情
理
・
法
意

　
　
　
　
　
　
「
親
親
相
隠
」
の
伝
統
と
現
代

第
十
章　

情
欲
・
規
範
・
歴
史

　
　
　
　
　
　

親
属
相
姦
罪
の
変
遷
と
そ
の
趨
勢

第
十
一
章　

色
欲
と
戒
め

　
　
「
無
夫
姦
」
か
ら
姦
通
罪
廃
止
に
至
る
ま
で
の
百

年
間
の
変
遷

第
十
二
章　

固
有
の
倫
常
と
舶
来
の
法
律

　
　
　
　
　
　

尊
親
属
殺
罪
の
歴
史
・
観
念
及
び
そ
の
帰
趨

第
十
三
章　

礼
と
刑
の
間

　
　
　
　
　
　
「
供
養
有
闕
」
か
ら
「
遺
棄
尊
親
属
」
へ

第
十
四
章　
「
半
人
半
物
」
か
ら
「
斉
民
」
へ

　
　
　
　
　
　

清
末
民
国
に
お
け
る
奴
婢
売
買
禁
止
の
光
と
影

第
十
五
章　

刑
事
裁
判
に
お
け
る
習
慣
の
運
用

　
　
　
　
　
　

台
湾
先
住
民
の
旧
慣
を
例
と
し
て

結
論

附
録　

清
末
民
国
歴
代
刑
法
修
正
比
較
表

　

序
論
で
は
、
本
書
が
分
析
対
象
と
す
る
刑
法
及
び
清
末
民
国
期
と

い
う
時
代
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
後
、
特
に
注
目
す
べ
き

刑
法
の
基
本
原
則
の
変
化
が
五
点
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

刑
法
は
時
代
や
地
域
、
民
族
の
違
い
を
問
わ
ず
制
定
さ
れ
、「
法
の
中

の
王
」
と
も
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
本
書
に
お
け
る
「
晩
清
民
国
」
と

は
、
一
九
〇
二
年
に
清
朝
に
よ
る
法
制
改
革
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、

大
陸
中
国
に
中
華
民
国
が
成
立
し
、
南
京
臨
時
政
府
、
北
京
政
府
、

国
民
政
府
を
経
て
、
中
華
民
国
政
権
が
台
湾
に
移
り
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
を
指
す
。
清
末
以
降
、
刑
法
は
（
一
）
民
や

官
吏
を
統
治
す
る
た
め
の
道
具
か
ら
法
益
保
護
の
た
め
の
法
典
へ
、

（
二
）
規
範
と
律
例
の
混
合
状
態
か
ら
犯
罪
と
刑
罰
専
門
の
法
典
へ
、

（
三
）
類
推
適
用
か
ら
罪
刑
法
定
主
義
へ
、（
四
）「
礼
教
」
重
視
か
ら

「
礼
」
と
「
刑
」
の
区
別
へ
、（
五
）
応
報
刑
論
か
ら
目
的
刑
論
へ
と

変
化
し
た
。
但
し
中
国
の
伝
統
的
な
道
徳
観
に
も
と
づ
く
条
文
も
残

存
し
た
と
さ
れ
る
。

　

上
篇
（
第
一
〜
八
章
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
清
末
民
国
期
に
お

け
る
刑
法
典
編
纂
過
程
が
整
理
さ
れ
る
。
一
九
一
〇
年
に
頒
布
・
施

行
さ
れ
た
「
大
清
現
行
刑
律
」
は
体
系
・
内
容
と
も
に
旧
律
の
特
徴

を
維
持
し
つ
つ
も
、「
六
部
」
の
職
務
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
、
苛

酷
な
刑
罰
を
廃
止
す
る
な
ど
、
中
国
法
史
上
、
比
較
的
進
歩
し
た
伝

統
的
法
典
で
あ
っ
た
（
第
一
章
）。
一
九
一
一
年
に
頒
布
さ
れ
た
「
欽

定
大
清
刑
律
」（「
大
清
新
刑
律
」）
は
、
沈
家
本
が
伝
統
中
国
法
に
近

代
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
形
で
生
み
出
し
た
新
た
な
中
国
法
で
あ

る
。
伝
統
中
国
法
と
は
本
質
的
に
異
な
る
外
国
法
を
継
受
す
る
過
程

で
は
新
た
な
法
律
用
語
が
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
翻
訳
事
業
や
留

一
五
六
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学
の
進
展
を
背
景
に
多
く
の
和
製
漢
語
が
輸
入
さ
れ
つ
つ
も
、
旧
律

中
の
語
を
残
す
な
ど
、
中
国
社
会
に
浸
透
し
や
す
い
語
を
用
い
る
努

力
が
な
さ
れ
た
（
第
二
・
三
章
）。
中
華
民
国
成
立
後
、
大
清
新
刑
律

を
修
正
し
て
制
定
さ
れ
た
「
暫
行
新
刑
律
」
は
、
結
局
一
九
二
八
年

ま
で
効
力
を
持
ち
続
け
た
。
北
京
政
府
時
期
に
も
刑
法
典
編
纂
事
業

は
進
め
ら
れ
、
袁
世
凱
政
権
下
で
は
伝
統
的
な
道
徳
観
を
重
ん
じ
た

「
修
正
刑
法
草
案
」（
一
九
一
五
年
）
が
、
袁
の
死
後
、
段
祺
瑞
政
権

下
で
は
刑
事
立
法
を
め
ぐ
る
世
界
の
新
た
な
潮
流
を
意
識
し
た
「
刑

法
第
二
次
修
正
案
」（
一
九
一
八
年
）
及
び
「
改
定
刑
法
第
二
次
修
正

案
」（
一
九
一
九
年
）
が
起
草
さ
れ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
公
布
・
施

行
に
は
至
ら
な
か
っ
た
（
第
四
〜
六
章
）。
そ
し
て
改
定
刑
法
第
二
次

修
正
案
を
底
本
と
す
る
形
で
、
一
九
二
八
年
、
南
京
国
民
政
府
の
下
、

初
め
て
中
華
民
国
刑
法
典
（「
旧
刑
法
」）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
伝
統
的
な
農
業
社
会
意
識
に
代
わ
り
商
工
業
社
会
意
識

の
影
響
が
強
く
な
る
中
、
刑
法
は
家
族
・
倫
理
・
義
務
本
位
の
法
か

ら
個
人
・
自
由
・
権
利
本
位
の
法
へ
と
変
化
し
た
。
ま
た
大
清
新
刑

律
や
暫
行
新
刑
律
が
日
本
刑
法
、
と
り
わ
け
清
朝
の
法
律
顧
問
を
務

め
た
岡
田
朝
太
郎
の
刑
法
理
論
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
に
対
し
、

旧
刑
法
は
牧
野
英
一
の
主
張
す
る
主
観
主
義
刑
法
理
論
を
採
用
し
た

（
第
七
章
）。
そ
れ
か
ら
七
年
後
、
各
国
の
最
新
の
刑
事
立
法
を
参
照

し
、
旧
刑
法
よ
り
も
主
観
主
義
を
徹
底
さ
せ
た
新
た
な
刑
法
典
（「
現

行
刑
法
」）
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
約

八
〇
年
間
、
中
華
民
国
刑
法
の
改
正
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
台

湾
の
現
行
刑
法
中
に
は
、
保
護
す
る
べ
き
法
益
が
不
明
瞭
な
犯
罪
に

関
す
る
規
定
や
、
法
律
と
道
徳
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
規
定
な
ど
、

な
お
争
点
と
な
る
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
第
八
章
）。

　

上
篇
で
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
の
は
、
清
末
民
国
期
の
近
代
的
刑

法
典
編
纂
過
程
に
お
け
る
刑
法
の
「
任
務
」
の
転
換
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
清
末
以
降
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
を
継
受
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
民
や
官
吏
を
統
治
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
っ
た
中
国
の
刑

法
は
、
法
益
保
護
を
任
務
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
法
の
歴

史
を
見
れ
ば
、「
法
益
を
保
護
す
る
法
」
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も

近
代
的
刑
法
の
み
の
特
徴
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
と
も
と
国
家

の
強
制
力
を
後
ろ
盾
と
し
な
が
ら
人
民
の
生
活
の
利
益
を
保
護
す
る

こ
と
に
刑
法
存
立
の
正
当
な
根
拠
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り

刑
法
は
本
来
法
益
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
益
を
保
護
す
る
必

要
が
な
い
の
な
ら
刑
罰
も
不
要
に
な
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
刑
法
と

法
益
保
護
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
上
篇
だ
け
で
な
く
本
書
の
随
所

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
七
〜
九
、
三
二
七
〜
三
二
八
、
四
四
三
頁
な

ど
）。

　

下
篇
（
第
九
〜
十
五
章
）
は
、
刑
法
典
や
刑
事
訴
訟
法
典
の
規
定
、

法
を
め
ぐ
る
論
争
、
そ
し
て
刑
事
裁
判
の
事
例
か
ら
看
取
で
き
る
人
々

の
法
観
念
に
注
目
し
、
そ
の
変
化
と
連
続
性
を
分
析
す
る
。
ま
ず
、

親
属
同
士
で
の
犯
罪
隠
匿
、
親
属
間
の
性
行
為
、
姦
通
、
尊
親
属
殺
、

一
五
七
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二
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尊
親
属
に
対
す
る
扶
養
義
務
な
ど
、
家
族
や
婚
姻
に
関
す
る
規
定
に

焦
点
を
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
清
末
以
降
、
伝
統
的
な
道
徳
観
に
も
と

づ
く
規
定
を
刑
法
典
に
残
す
か
否
か
を
め
ぐ
り
論
争
が
展
開
さ
れ
て

き
た
こ
と
、
刑
法
の
役
割
に
対
す
る
認
識
が
変
化
し
つ
つ
も
伝
統
的

な
道
徳
観
を
維
持
す
る
よ
う
な
規
定
が
残
存
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る

（
第
九
〜
十
三
章
）。
次
に
、
個
人
の
自
由
・
平
等
・
尊
厳
を
重
視
す

る
人
権
概
念
が
清
末
以
降
の
一
〇
〇
年
間
で
浸
透
し
て
き
た
過
程
を

分
析
す
る
た
め
、
奴
隷
・
人
身
売
買
を
め
ぐ
る
規
定
の
変
遷
を
論
じ

る
（
第
十
四
章
）。
最
後
に
、
罪
刑
法
定
主
義
を
基
本
原
則
と
す
る
刑

法
と
慣
習
法
と
の
衝
突
に
着
目
し
、
台
湾
先
住
民
の
部
落
に
お
け
る

規
範
の
歴
史
と
先
住
民
の
慣
習
に
関
わ
る
近
年
の
刑
事
裁
判
の
事
例

を
分
析
す
る
（
第
十
五
章
）。

　

下
篇
の
特
徴
は
、
各
章
で
一
つ
の
規
定
に
注
目
し
、
古
代
か
ら
現

代
台
湾
に
至
る
ま
で
の
刑
法
典
の
条
文
や
そ
れ
に
関
す
る
議
論
、
刑

事
裁
判
の
事
例
、
そ
し
て
外
国
の
立
法
例
に
も
と
づ
き
、
刑
法
の
理

論
と
実
践
を
め
ぐ
る
通
史
的
・
比
較
法
的
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
例
え
ば
第
九
章
で
は
、
ま
ず
漢
代
の
儒
家
董
仲
舒
が
「
親

親
相
隠
」
案
に
対
し
て
い
か
に
論
じ
た
か
を
分
析
し
、
そ
れ
が
後
世

の
法
制
及
び
法
規
範
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
す
る
。
そ
し
て
「
唐

律
」「
大
明
律
」「
大
清
律
」
の
規
定
に
言
及
し
た
後
、
清
末
の
刑
法

典
編
纂
過
程
に
お
け
る
礼
法
論
争
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
さ
ら
に
中

華
民
国
成
立
後
、
台
湾
現
行
法
に
至
る
ま
で
の
各
時
期
の
刑
法
・
刑

事
訴
訟
法
、
現
代
の
中
華
人
民
共
和
国
の
刑
法
・
刑
事
訴
訟
法
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
の
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
英
米
法
系
の
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た
各
国
の
現
行
法
と
の
比
較
も
行
わ
れ

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
時
代
や
地
域
の
違
い
を
越
え
た
道
徳
観
や
法
規

範
の
連
続
性
・
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。

　

結
論
で
は
、
刑
法
の
変
化
と
連
続
性
に
対
す
る
著
者
の
見
解
が
ま

と
め
ら
れ
る
。
清
末
以
降
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
刑
法
典
の
理
論

と
実
践
状
況
は
変
化
し
た
が
、
外
国
法
の
継
受
を
重
視
し
、
刑
事
法

を
め
ぐ
る
世
界
の
潮
流
と
の
呼
応
を
追
求
す
る
と
い
う
立
法
原
則
は

一
貫
し
て
い
た
。
こ
の
一
世
紀
間
の
清
末
民
国
刑
法
史
は
、
外
国
法

を
継
受
し
つ
つ
伝
統
法
と
の
融
合
を
模
索
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
中
国
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
近
現
代
の
世

界
で
は
、
多
く
の
法
文
化
が
地
域
間
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
法
の
安
定
性
を
求
め
る
な
ら
ば
頻
繁
に
修
正

す
べ
き
で
は
な
い
が
、
法
律
の
命
脈
は
社
会
の
需
要
に
適
合
す
る
こ

と
に
あ
り
、
法
律
は
社
会
を
理
想
に
近
づ
け
る
使
命
が
あ
る
。
清
末

民
国
の
一
〇
〇
年
間
に
お
け
る
刑
法
の
変
遷
は
、
そ
の
時
代
に
お
け

る
社
会
の
文
化
脈
動
に
違
背
し
な
い
よ
う
な
刑
法
の
制
定
が
目
指
さ

れ
て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
い
う
。

　

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
以
下
で
は
本
書
に
対
す
る
若
干
の

所
感
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

研
究
史
上
に
お
け
る
本
書
の
意
義
は
数
多
く
あ
げ
ら
れ
る
が
、
紙

一
五
八
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幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
二
点
に
絞
り
た
い
。
第
一
に
、
刑
法
の
理

論
と
実
践
に
つ
い
て
多
様
な
角
度
か
ら
論
じ
る
こ
と
で
、
近
代
的
刑

法
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
重
要
な
見
方
を
提
示
し
た
点
で
あ
る
。
具

体
的
に
い
う
と
、
本
書
は
ま
ず
上
篇
で
刑
法
の
立
法
過
程
の
全
体
像

を
整
理
し
た
後
、
下
篇
で
は
刑
法
典
の
個
々
の
規
定
を
め
ぐ
る
通
史

的
・
比
較
法
的
分
析
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
著
者
自

ら
が
収
集
・
整
理
し
た
多
く
の
史
料
が
用
い
ら
れ
、
立
法
者
た
ち
が

重
視
す
る
刑
法
理
論
と
外
国
法
の
影
響
、
そ
れ
に
対
す
る
同
時
代
の

人
々
の
反
応
と
そ
の
背
後
に
あ
る
伝
統
的
な
道
徳
・
法
観
念
、
刑
法

を
実
際
に
運
用
す
る
立
場
に
あ
る
裁
判
官
た
ち
の
法
観
念
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
清
代
ま
で
の
刑
法
や
外
国
法
と
の
異
同
、

台
湾
現
行
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

（
一
）
刑
事
法
を
め
ぐ
る
世
界
的
潮
流
に
合
わ
せ
る
形
で
清
末
民
国
期

の
刑
法
典
に
示
さ
れ
る
理
論
が
変
遷
し
て
き
た
、（
二
）
そ
の
一
方
で

紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
近
代
的
刑
法
典
の
中
に
伝
統
的
な
道
徳
観

が
残
存
し
続
け
て
い
る
、（
三
）
そ
れ
は
す
な
わ
ち
近
代
的
な
刑
法
理

論
と
伝
統
的
な
道
徳
観
と
は
矛
盾
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
融
和
す
る

こ
と
も
あ
り
え
る
と
い
う
こ
と
、（
四
）
な
ぜ
な
ら
ば
刑
法
に
よ
る
法

益
保
護
や
人
権
擁
護
と
い
っ
た
概
念
と
共
通
す
る
道
徳
観
が
、
近
代

的
刑
法
形
成
過
程
以
前
に
す
で
に
社
会
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
、
と
い
う
興
味
深
い
見
解
が
明
快
に
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
が
豊
富
な
一
次
史
料
を
論
拠
と
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
立
法
過
程
の
分
析
に
お
い
て
は
民
国

期
に
出
版
さ
れ
た
二
次
文
献
に
依
拠
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
（
第
八

章
二
九
九
頁
な
ど
）
2
（

）。
も
ち
ろ
ん
同
時
代
研
究
と
史
料
と
の
線
引
き
は

難
し
く
、
民
国
期
に
出
版
さ
れ
た
中
華
民
国
法
史
の
著
作
を
史
料
と

す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
本
書
が
参
照
す
る
文
献
自

体
に
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
最
終
的
に
史
料
が
不
明
瞭
な

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
立
法
過
程
に
関
し
て
は
、
本

書
も
史
料
と
し
て
用
い
て
い
る
当
時
の
雑
誌
や
新
聞
、
立
法
院
の
会

議
録
等
、
刊
行
史
料
に
記
載
さ
れ
る
情
報
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

二
次
文
献
に
依
拠
せ
ず
と
も
一
次
史
料
を
示
し
な
が
ら
実
証
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
西
英
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
民
国
期
の
立
法
に

関
す
る
諸
史
料
の
発
掘
や
、
そ
れ
ら
の
史
料
に
関
す
る
文
献
学
的
な

基
礎
情
報
の
整
理
は
十
全
で
は
な
く
、
立
法
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
議

論
の
過
程
を
把
握
す
る
こ
と
は
な
お
困
難
と
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。
こ
れ
ま

で
同
時
代
研
究
に
依
拠
し
て
説
明
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
部
分
を
、

新
た
な
史
料
の
発
掘
と
整
理
を
通
し
て
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
ひ
き
つ
づ
き
今
後
の
中
国
近
代
法
史
研
究
の
課
題

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
蛇
足
で
は
あ
る
が
、
本
書
は
、
著
者
が
こ
れ

ま
で
刊
行
し
て
き
た
著
作
や
史
料
集
の
分
析
内
容
・
史
料
を
使
い
つ

つ
、
通
史
的
分
析
や
比
較
法
的
分
析
に
力
を
入
れ
る
形
で
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
実
証
分
析
の
部
分
に
関
し
て
は
、
本
書
を
参
照
し

た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
著
者
の
前
著
や
史
料
集
を
確
認
す
る
ほ
う

一
五
九
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第
二
号

が
よ
い
と
感
じ
ら
れ
た
）
4
（

。

　

研
究
史
上
に
お
け
る
本
書
の
意
義
と
し
て
、
第
二
に
、
一
九
四
九

年
以
前
の
中
華
民
国
法
と
台
湾
現
行
法
と
の
接
続
を
試
み
た
点
を
あ

げ
た
い
。
著
者
は
、
台
湾
現
行
法
の
六
法
体
制
の
構
造
と
起
源
に
つ

い
て
、
そ
の
大
部
分
は
清
末
民
国
期
に
お
け
る
法
律
継
受
の
過
程
に

端
を
発
す
る
と
す
る
（「
序
」
iv
頁
）。
そ
し
て
、
台
湾
の
現
行
刑
法

を
理
解
し
、
未
来
の
刑
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
清
末

以
降
の
一
〇
〇
年
間
の
法
制
史
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

（
四
頁
）。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
書
は
、
清
末
以
降
、
中
華
民

国
政
府
が
大
陸
中
国
に
存
在
し
た
時
代
と
台
湾
に
移
転
し
た
後
の
時

代
に
制
定
さ
れ
た
全
て
の
刑
法
典
と
刑
法
草
案
を
一
つ
の
線
で
結
び
、

そ
の
通
史
を
描
く
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
日
中
戦
争
勃
発
後
の
法
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は

あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
一
九
三
五
年
の
現
行
刑
法

公
布
・
施
行
後
の
時
代
に
関
し
て
は
、
各
時
期
の
刑
法
典
・
刑
事
訴

訟
法
典
の
条
文
の
み
を
列
挙
す
る
か
、
或
い
は
一
九
四
〇
〜
八
〇
年

代
の
法
状
況
を
ほ
ぼ
省
略
し
て
、
現
代
の
台
湾
の
法
状
況
を
め
ぐ
る

分
析
を
展
開
す
る
場
合
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
も
現
行
刑
法
制

定
後
の
中
華
民
国
に
お
け
る
刑
法
の
変
遷
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
先
行
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
、
現
行
刑
法
施
行
後
の
刑

法
学
の
動
向
が
三
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
前
期
」
は
、
現
行
刑
法

施
行
後
か
ら
中
華
民
国
政
府
の
台
湾
移
転
後
初
期
（
一
九
三
五
〜
六

〇
年
前
後
）
で
、「
旧
刑
法
」
時
期
の
見
方
が
引
き
継
が
れ
て
い
た
と

い
う
。「
中
期
」
は
、
中
華
民
国
政
府
の
台
湾
移
転
後
に
台
湾
の
社
会

経
済
状
態
が
安
定
し
て
い
た
時
期
（
一
九
六
〇
〜
八
〇
年
代
前
後
）

で
、
日
本
や
ド
イ
ツ
の
刑
法
理
論
を
再
度
継
受
し
た
と
い
う
。
そ
し

て
「
近
期
」
は
、
台
湾
が
経
済
発
展
を
遂
げ
て
現
在
に
至
る
ま
で
の

時
期
（
一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
一
七
年
）
で
、
ド
イ
ツ
刑
法
学
の
影

響
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
本
書
で
は
各
時
期
に

お
け
る
刑
法
学
の
理
論
の
特
徴
や
異
同
、
変
遷
に
つ
い
て
具
体
的
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
条
文
に

つ
い
て
の
説
明
が
主
と
な
っ
て
い
る
（
三
二
〇
〜
三
二
七
頁
）。

　

台
湾
現
行
法
の
特
徴
や
歴
史
的
背
景
を
め
ぐ
る
本
書
の
説
明
は
、

興
味
深
い
と
同
時
に
課
題
も
多
い
箇
所
だ
と
思
わ
れ
る
。
台
湾
現
行

法
に
つ
い
て
言
及
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
日
本
統
治
時
期
や
国
民
党

政
権
の
台
湾
移
転
後
の
法
状
況
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
触
れ

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
台
湾
を
主
体
と

す
る
」
台
湾
法
史
研
究
の
立
場
か
ら
台
湾
法
の
近
代
化
過
程
を
分
析

し
て
き
た
王
泰
升
氏
に
よ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
台
湾
法
史
は
、
ま
ず
日

本
統
治
時
期
（
一
八
九
五
〜
一
九
四
五
年
）
と
国
民
党
統
治
時
期
（
一

九
四
五
〜
二
〇
〇
〇
年
）
の
二
期
に
大
き
く
時
代
区
分
さ
れ
る
。
さ

ら
に
前
者
は
、（
一
）「
植
民
地
特
別
法
を
主
と
す
る
」
時
期
（
一
八

九
五
〜
一
九
二
二
年
）、（
二
）「
日
本
内
地
法
を
主
と
す
る
」
時
期

（
一
九
二
三
〜
四
五
年
）
の
二
期
に
、
後
者
は
（
一
）「
法
律
体
系
を

一
六
〇
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」
時
期
（
一
九
四
五
〜
四
九
年
）、（
二
）「
権
威
主
義
国
家

の
法
律
」
時
期
（
一
九
四
九
〜
八
七
年
）、（
三
）「
法
律
の
自
由
化
と

民
主
化
」
時
期
（
一
九
八
七
〜
二
〇
〇
〇
年
）
の
三
期
に
分
け
ら
れ

る
と
い
う
。
刑
事
法
に
関
し
て
言
え
ば
、「
権
威
主
義
国
家
の
法
律
」

時
期
に
は
、
国
民
党
政
権
の
下
、
政
治
犯
を
厳
罰
に
処
す
る
た
め
の

条
例
（「
懲
治
叛
乱
条
例
」）
が
制
定
さ
れ
、
日
本
統
治
時
期
よ
り
も

厳
し
い
刑
事
制
裁
が
科
さ
れ
た
と
い
う
）
5
（

。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
一
例

と
し
て
王
氏
の
説
を
あ
げ
た
が
、
中
華
民
国
政
府
が
台
湾
に
移
転
し

た
後
、
中
華
民
国
法
史
・
台
湾
法
史
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
無
視
で

き
な
い
状
況
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
政
治
情
勢
と
密
接

に
絡
む
た
め
、
当
該
時
期
の
法
状
況
を
論
じ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
が
、
法
の
「
変
化
と
連
続
性
」
を
明
ら
か
に
す
る
の
な
ら
ば
避
け

て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
近
代
法
史
研
究
と
台
湾
法
史
研
究

と
を
い
か
に
接
合
す
る
か
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
。

　

以
上
、
様
々
な
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
本
書
が
研
究
史
上
大
き

な
意
義
を
も
つ
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
現
時
点
で
本
書
以
上
に
充
実

し
た
内
容
の
中
国
近
代
法
史
研
究
の
著
作
を
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

本
書
刊
行
ま
で
に
著
者
が
積
み
重
ね
て
き
た
研
究
成
果
は
そ
う
簡
単

に
越
え
ら
れ
な
い
が
、
新
聞
や
雑
誌
等
の
刊
行
史
料
や
訴
訟
文
書
等

の
未
刊
行
史
料
を
用
い
て
、
法
を
め
ぐ
る
議
論
や
運
用
実
態
を
さ
ら

に
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
本
書

を
起
点
と
し
て
、
中
国
近
代
法
史
研
究
が
今
後
さ
ら
に
進
展
し
て
い

く
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

註（1
）　

清
代
・
民
国
期
の
法
制
史
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
及
び
史
料
に

つ
い
て
は
、
西
英
昭
「
法
制
史
」
岡
本
隆
司
・
吉
澤
誠
一
郎
編
『
近

代
中
国
研
究
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、
五
七

〜
八
五
頁
を
参
照
。

（
2
）　

本
書
が
主
に
参
照
す
る
の
は
謝
振
民
編
著
『
中
華
民
国
立
法

史
』（
正
中
書
局
、
一
九
四
八
年
）。

（
3
）　

西
氏
に
よ
り
研
究
基
盤
の
形
成
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
成
果
の
一
つ
が
西
英
昭
『
近
代
中
華
民
国
法
制
の
構
築　
　

習
慣
調
査
・
法
典
編
纂
と
中
国
法
学　
　

』（
九
州
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
八
年
）
で
あ
る
。

（
4
）　

著
者
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
第
九
〜
十
三
章
で

言
及
さ
れ
る
清
末
の
礼
法
論
争
に
つ
い
て
は
、
黄
源
盛
『
法
律
継

受
与
近
代
中
国
法
』（
元
照
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
九
九
〜
二

三
〇
、
二
三
一
〜
二
八
三
頁
で
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
本
書
に
は
前
著
と
類
似
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た

本
書
が
分
析
対
象
と
す
る
清
末
民
国
期
の
刑
法
典
・
刑
法
草
案
の

条
文
や
修
正
理
由
な
ど
に
つ
い
て
、
黄
源
盛
『
晩
清
民
国
刑
法
史

料
輯
注
』（
元
照
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
脚

一
六
一
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
二
巻
　

第
二
号

注
に
あ
る
た
め
、
こ
の
史
料
集
で
原
典
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
5
）　

王
泰
升
『
台
湾
法
的
世
紀
変
革
』（
元
照
出
版
、
二
〇
〇
五

年
）、
一
〜
三
八
頁
。

黄
源
盛
『
晩
清
民
国
刑
法
春
秋
』
犁
齋
社
、
二
〇
一
八
年
、
六
四
二

頁
、
判
型
：
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

（
成
蹊
大
学
・
助
教
）

一
六
二


	東洋学報第102巻２号
	001～032　宋初の漕運対策
	033～066　史料研究
	067～074　批評と紹介
	Ｙ029～036　批評と紹介（逆順）
	Ｙ01～028　ティムール朝のマーザンダラーン支配（逆順）
	英文要旨（逆順）

	投稿規定

